
学び合う基礎講座
～普通校との協働のきかっけ作り～

基礎講座・教材展を公開

①基礎講座を普通校の先生に公開

普通校の先生と一緒に学ぶ

②教材展を一般公開
普通校の先生と一緒に教材について話をする

目的：普通校の先生と一緒に学び、協働への関係づくり

成果と課題

成果：普通校の先生と一緒に学ぶ・意見交流ができた

課題：いつでも学び合える協働関係ではない（浅い関係性）

〇専門性の向上
〇日々の実践を振り返る機会
〇こども園、小学校の先生との連携の場

〇気軽に話し合える機会
〇普通校の先生のニーズの把握
〇校内の先生への周知

実践を通しての学び

•普通校の特別支援教育へのニーズは高い

•質の高い学びにするためには、日々の実践を大切にし、専門性
を高めることが不可欠

•公開講座にすることで協働関係のきっかけになった

•特別支援学校のコーディネーターと、普通校のコーディネー
ターの点でのつながりだけでなく、職員同士の交流のきっかけ
になった

•特別支援学校と普通校の間の垣根はまだ高く、気軽に協働し合
える関係になるには、工夫が必要だと感じた

専門性を高め、協働関係を築いていくことが重要

実践活動の今後に向けて

点と点の協働から、面と面への協働へ

特別支援学校CDと小学校CD
点と点での協働

△時間がかかる △CDのみの協働

特別支援学校職員と小学校職員
面と面での協働

〇いつでも相談できる 〇互いの得意分野を生かした協働

専門性の向上
学び合う関係性

地域支援づくりへの提案

互いに学び合える協働関係の構築を行う

・支援学校と普通校のスポーツ交流会に参加し、ともに汗を流し、
普通校と特別支援学校の垣根を超えた協働関係の構築を目指す

・お互いに気軽に相談できる、学び合える関係を目指す
・日々の実践を大切にし、専門性を高める


